
（別紙３）

～ 2024年　12月　28日

（対象者数）
26名

（回答者数）
21名

～ 2024年　12月　28日

（対象者数）
9名

（回答者数）
9名

○ 分析結果

さらに充実を図るための取組等

1

月一チャレンジなど各専門分野の活動を全てのスタッフで行

うことで専門以外の学びを深めている。

2

各職種の専門性を活かした保護者支援やスタッフ間での勉強

会を行う。

3

成長の段階に合わせて部屋や遊具などの使い方を変化させて

いく。

改善に向けて必要な取組や工夫が必要な点等

1

声や音の調整と、活動内容によって密閉された部屋を使う。

2

募集を継続しつつ、スタッフ間で学習の機会を確保し、知識

を深め統一した支援を行う。

3

必要性が出てきた時に備え、必要となるものを検討してお

く。

○事業所名 リニエプラッツかみのやま（児童発達支援）

○保護者評価実施期間
2024年　11月　1日

○保護者評価有効回答数

2024年　11月　1日

○従業者評価有効回答数

○事業者向け自己評価表作成日
2025年　1月　30日

事業所の強み（※）だと思われること

※より強化・充実を図ることが期待されること
工夫していることや意識的に行っている取組等

○従業者評価実施期間

０歳から利用可としているが、乳幼児向けの物品が少ない。 まだ対象となる児がいない。

事業所の弱み（※）だと思われること

※事業所の課題や改善が必要だと思われること
事業所として考えている課題の要因等

療育中の音が外部に漏れる。 事業所の作りとして消防法上、部屋の上部を開放しなければな

らないため。

言語聴覚士が不在であり、言葉の遅れ等に対しての支援が弱

い。

発声、発語、口腔機能に対しての知識が不足している。

個別療育や小集団療育を提供している。 ご利用者様一人一人に寄り添った支援を多職種連携して取り組

んでいる。

多職種が在籍している。 月一チャレンジとして毎月新しいプログラムを作成し、各職種

の強みを活かした活動を提供したり、保護者の方からの質問等

に対し、専門性のあるスタッフを含めて検討し対応している。

広く遊べる部屋があり、滑り台、トランポリン、ブランコ等感

覚刺激を入力できる遊具が充実している。

ご利用者様に合わせてプログラムの内容や順序を工夫し支援を

行っている。

事業所における自己評価総括表公表


